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自己紹介 日本IBM株式会社 テクノロジー事業本部 エコシステム共創本部
エコシステムテクニカルリーダーシップ 平山 毅
https://www.linkedin.com/in/tsuyoshihirayama/

テクノロジー事業本部エコシステム共創本部でエコシステムテクニカルリーダーシップを担当。

IBMでは、クラウド事業、Red Hat アライアンス事業、Data AI事業、クライアントエンジニアリング
事業金融部門、直近まではエコシステムエンジニアリングの日本での立ち上げをリード。それ以前は、

アマゾンウェブサービスでソリューションアーキテクト、プロフェッショナルコンサルタント、

野村総合研究所でファイナンシャルエンジニア、

東京証券取引所でITサービスのマネージャー、経営企画、ITアーキテクト、金融派生商品の開発者。

Linux Foundationの日本チャプターのリード、情報処理学会デジタルプラクティス編集委員、

総務省Beyond 5G新経営事務局委員、（官民学連携）。左記の通り。技術書籍を8冊出版。

国際学会、国際カンファレンスなど登壇多数。金融やITの認定資格多数保有。

神奈川大学、早稲田大学大学院、事業構想大学院大学、東京都立産業技術大学院大学で講義も担当。

東京都立日比谷高等学校卒業、東京理科大学理工学部卒業、

早稲田大学大学院経営管理研究科MBAファイナンス修了。

北陸先端科学技術大学院大学、⾧岡技術科学大学の博士課程在学。

NEDO AI品質マネジメント講座5期生。Beyond 5G新経営戦略センター リーダーズフォーラム4期生。

前回 6th Grand Canvas オープンコミュニティで進める品質とガバナンス を講演
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Responsible AI for Financial Industries

https://www.linkedin.com/posts/omkar-nimbalkar-
741b423_watsonx-ai-automotive-activity-7266461148374347777-
7Xf1?utm_source=share&utm_medium=member_desktop
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従来型アシスタントはルールベースで単一のタスクをこなすのに対し、AIエージェントは与えられたインプットからどのよう
な作業をすればよいかを自律的に計画し実行する。将来的にはマルチエージェントで相互にやり取りする姿へ発展

AIエージェントとは

出典: https://www.ibm.com/jp-ja/think/topics/ai-agents
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watsonx Orchestrate
watsonx OrchestrateはAIエージェント/アシスタント構築のためのプラットフォームです。生成AIやRAGによる回答生成から、Toolの呼び出し、
複数Toolを組み合わせた業務シナリオの自動化を可能にします。また、ワークフローや、ビジネス・ルール、RPAといった生成AIを補完する機能
も含めて単一のプラットフォームとして提供し、生成AIを活用した業務の自動化を迅速に実現します。

何かお手伝いできることはありますか？

案件の登録がしたいです

以下のフォームを入力して下さい

アカウントID

件名

・
・
・

チャット・インターフェース(専用UI、Web埋め込み、チャネル統合）

様々なTool/エージェント

ビジネス
ルール

ワークフロー RPA

呼び出し

キャンセル 適用

案件の登録は
どうやるん

だっけ？

結果表示

案件登録した
らメールも送

りたい

登録する際の
文面をAIで生
成できたら嬉

しい

質問

回答

文書生成AI 会話フロー(アシスタント)

ツール・フロー

生成AI

エージェント
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• 人事、調達、販売の各領域で利用可能な定義済みの100個以上の
Agentと400個以上のToolを提供

• カタログに登録されたAgentやToolを組み合わせて業務ユーザーでもロー
コードでクイックにAgentを構築可能

事前定義されたAgentやToolの活用

短期間で導入可能

• 生成AIだけでは対応が難しい、ルール・ベースの処理や、事前定義された
会話フローなどを柔軟に組み合わせて処理を実装可能

• 様々な認証方式やSSO、外部チャネル接続に対応

単なる生成AIワークフローではカバーできない

業務利用に必要な機能を提供

• 開発者はADK（Agent Development Kit）とPC上で動作する
watsonx Orchestrate Developer Editionを組み合わせ開発が可能。

• MCP(Model Context Protocol)等の標準プロトコルに対応し、外部の
ToolやAgentと柔軟に連携が可能。

• 外部LLMの使用やモニタリング機能も提供。

開発キットや標準対応による

高い開発生産性と拡張性

watsonx Orchestrateの特徴
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watsonx OrchestrateにおけるMCP(Model Context Protocol)対応

MCPサーバーをコマンドでインストールすることにより、watsonx Orchestrate上で動作させ、複数のToolを
MCPサーバー経由で利用することが可能になります。

MCP Client

MCP Server 1

MCP Server2

Tool

Tool

MCP Protocol

MCP Protocol

GitHub MCP Serveと連携した場合の例

Watsonx Orchestrate Developer Edition

Docker-tools-runtime1

Tool

Tool

※現時点では、node/pythonのStanddard I/Oのみサポート、
今後リモートのMCPServerへの対応、watsonx Orchestrate上で作成したToolのMCP経由での公開なども予定
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IBM Agent Connect
AI Agentのエコシステム
Agent実装に依存しないAgent間の連携フレームワーク(ACF)、パートナー・プログラムを提供
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マルチエージェント・オーケストレーションの実現

Pre-built 
エージェント

独自実装
エージェント

エンドユーザー

エージェント
ルーティング

v

wxO チャット

サードパーティUI

v

その他のビジネ
スプロセス

servicenow

営業支援
エージェント

サポート支援
エージェント

マルチエージェント
オーケストレーション

Pre-built Agents
カタログ

Agent Builder + ADK
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OSSベースのIBM独自の大規模言語モデルGranite

• 要約、質問応答、分類などビジネス領域のタスクで優れた性能を発
揮しつつ、コンテンツ生成、洞察抽出、RAG（Retrieval-
Augmented Generation）、固有表現抽出といった他の自然言語処理
（NLP）タスクもサポート

• V100-32GBのシングルGPUにフィットし、他社の巨大なモデルに比
べて効率的であり、環境負荷を抑えることが可能

• ビジネス・ユーザーのニーズをターゲットとして以下の領域のデー
タを使用してモデルを学習
• インターネット：インターネットから取得した一般的な非構造化

言語データ
• 学術：科学技術に特化した技術的な非構造化言語データ
• コード：さまざまなプログラミング言語をカバーする非構造化

コードデータ
• 法務: 法律意見書やその他の公的提出書類から取得した企業関連

の非構造化言語データ
• 財務：一般に公開された財務文書や報告書から取得した企業関連

の非構造化言語データ

「デコーダー」アーキテクチャを採用したIBM独自の大規模言語モデル（LLM）として、Granite.13b.instruct
およびGranite.13b.chatを2023年9月に提供開始
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IBM独自基盤モデル 技術仕様の公開

Graniteモデルの公開にあわせ技術仕様に関する詳細を公開し、
透明性と責任あるAIへのコミットメントを示す

オリジナル版：https://ibm.biz/techpaper-granite-13b
和訳版：https://ibm.biz/techpaper-jp-granite-13b

公開している技術仕様

データソース
• 学習データの一覧

データ・ガバナンス
• データのクリアランスと収集
• 前処理パイプライン
• トークナイゼーション

 学習
• アルゴリズムの詳細
• 計算
• エネルギー消費と炭素排出量

テストと評価
• 基盤モデルの評価フレームワーク
• Granite モデルの評価とベンチマーク

社会技術的弊害とリスク
利用ポリシー



© 2025 IBM Corporation 14

IBM独自基盤モデル Granite のISO/IEC 42001認定

https://www.ibm.com/jp-ja/new/announcements/ibm-granite-iso-42001

ISO/IEC 42001:2023:
組織がAIに関するポリシー、プロセス、および安全策を確立する方法の指針として策定。

（AIが責任を持って構築、デプロイ、維持されているかを外部から監査するための、
世界的に認められた初のフレームワークとして誕生。）

※IBM GraniteのAI管理システム（AIMS）は、ISO/IEC 42001:2023に基づく認定を取得。
↓

1.安全で責任あるAIのための国際的に認められたベスト・プラクティスに沿っている
2.AI管理プロセスが最高レベルの精査を満たしている

標準が責任あるAIが、AIモデル開発者にとって、実際にどのようなものであるかを示し明瞭化。

また、IBMにとっては、AIモデルの開示に関する業界トップ
の透明性に加え、AIのセキュリティー、安全性、ガバナンス
の実践に対する⾧年の投資の妥当性を検証。
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ISO認証による信頼と企業向けへの生成AIエコシステム適用

https://www.ibm.com/jp-ja/think/insights/banking-financial-dx-consulting-series-12-genai-for-financial-industry

信頼されたLLMは企業向け適用に有効

↓

企業向けにおいては、ベースのLLMに加え、
業界ごとのSLM、日本語LLMも組み合わせた
マルチモーダルも有効活用。

↓

この信頼できる基盤モデル群をベースにし
て、AIエージェントに活用。

エコシステム型で汎用的に導入へ
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Let‘s Collaborate AI Project with IBM
Let’s Try watsonx orchestrate for AI Agent
on Granite certified with ISO/IEC 42001




